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＜連絡事項＞
・ご意見箱への投書に、スタッフの勤務中スマホ使用に関する投書がありました。病棟内への私物持ち込みは、外出付き添いを除き禁止です。業務中のスマホ使用に関しては各自行わないよう徹底して下さい。
＜患者様情報＞
・小坂　君子様～本日14：00介護認定調査実施しています。
・泉山　紀子様、三浦　みよ子様、三浦　綾子様
～スタッフ付添で青山荘見学に出掛けています。3名とも入所希望の意思が聞かれており、今後体験利用を予定していきます。
＜要注目患者様＞
・藤村　翔　様～学生に対して「腕を出さないで下さい」と唐突に話しかけたり、「今後女性の学生を受け入れないで下さい」「変な気を起こさせないで下さい」と訴える。学生や女性スタッフへの過度な接触は見られず、以後妄想発言も聞かれない。
・泉山　紀子様～8：00 椅子から倒れ落ちたと一緒に交流していた坂本福子様からの情報あり。両上肢の振戦見られるが、チアノーゼなし。血圧165/108㎜Hg、脈拍83（不整脈なし）体温36.3℃。20分以上にわたり呼名に反応せず。四肢硬直などはなし。
スタッフが姿勢を変えると、壁にもたれかかり床に座位を取る事は可能。呼名には反応鈍いが、左手背にボールペンを刺した自傷行為あり。本人へ倒れ込むきっかけを確認すると、自発的にきっかけを話し始める。特定女性患者様から何のために入院しているのか、精神科を舐めているとの指摘を受け、イライラした事で自傷行為に及んだと饒舌に話す。「もうどうでも良くなって、ガラスで手を切ろうと思った」と訴える為、本人の希望する施設入所の為にも自傷行為は自制するよう伝える。
他者の言葉に影響を受けやすい事や、衝動的な行動が自制できない状態となっている事を振り返り、他者と適度な距離をとり左右されないよう説明。以後はてんかん様発作は見られず経過している。
＜皮膚科診察＞

・藤村　翔様～両足鶏眼に対し6/6スピール膏貼布し、6/9摘除予定。
・畑中　成夫様～右肘・口唇は治癒。臀部所処置は継続。

※他患者様著変なし。処置同内容で継続。
